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原子力機構・原子力科学研究所で展示会開催 2016.10.6

予定の113番目の新
元素に関する｢原子核
理論研究と３次元核

原子力機構研究
連携成果展開部長

大森氏

県商工労働観光部
参事兼産業政策課長

川﨑氏

恒例となった原子力機構
(JAEA)・原子力科学研究所
(東海村)に於ける県内中小企
業18社の製品技術展示会が
10月6日(木)に開催されま

図表｣ と題した小浦寛之氏の講演の他、関根由莉奈氏によ
る｢放射性金属イオン吸着微粒子材料｣､平出哲也氏による

展示会会場

◆ 新規入会 (合計会員企業数：225社)

会員(法人等)異動のお知らせ
（H28年10月1日現在／敬称略）

した。この展示会はJAEA
といばらき成長産業振興協
議会及び県内中性子利用連
絡協議会主催で開催された

もので、約130名余りの機構側職員の皆様のご来場を得
て盛会となりました。

冒頭、JAEA研究連携成果展開部長・大森和之氏及び
県商工労働観光部参事兼産業政策課長・川﨑裕一氏から
本展示会に期待する旨等の挨拶がありました。

展示会と並行して13時10分から約80分間、展示エリ
アに隣接の大会議室内で、これも恒例となった産学連携
交流会が開催され､最初に参加企業を代表して､㈱オオツ
カと㈱オメガトロンの２社が得意とする技術や製品を紹
介しその非凡な技術力を発表して評価戴きました。続い
てJAEAからは、今話題となっているニホニウムと命名

｢周囲の汚染に影響を受けない放射性セシウム検出器｣と題
した３件の講演がありました。いずれも参加企業にとって
は興味深い講演で、これらのシーズを足掛りに、今後参加
企業とJAEA両者が共にWin-Win の関係を構築すること
ができるよう、支援機関の関係者も含めて心新たにする機
会となりました。

9月29日(木)13時15分
から、量子科学技術研究機
構･那珂核融合研究所(那珂
市)に於いて、同研究所と
茨城県が主催し、当協議会
が協力して、研究装置や設
備機器への支援が期待される県内企業向け見学会が開催さ
れました。この見学会には 21企業36名(含事務局)が参集
し、意欲的な見学会となりました。

当日は、まず那珂核融合研究所多目的ホールに於いて、
同所の概況説明を受けた後、２班に分かれ専門技術者同行

トロイダル磁場コイル

量研機構・那珂核融合研究所

見学会 2016.9.29

㈱オオツカ

木村氏

㈱オメガトロン

芳賀沼氏

お問合わせ；いばらき量子ビーム研究センター(IQBRC)(TEL：029-352-3301)又は茨城県商工労働観光部産業政策課産学連携推進室(TEL：029-301-3522)

■■■ イベントのお知らせ ■■■

● 原子力機構･楢葉遠隔技術開発センター および

産総研･福島再生可能エネルギー研究センター見学会
◆日時：10/31(月) ＜既に参加申込を締切ました＞

（参加申込者には、個別に詳細をご連絡致します）

● 産総研(産業技術総合研究所／つくば市)･展示会
◆日時：12/12(月) ＜既に出展申込を締切ました＞

・日本エリコンライボトル株式会社（筑波技術サービスセンター）

鈴木和博（アカウントセールスマネージャー）
〒305-0854 つくば市上横場1959
電話：045-471-3330(本社) FAX：045-471-3323(本社)

・有限会社 日立電機工業
伊藤 潤
〒319-1231 日立市留町1270-17
電話：0294-52-5691 FAX：0294-52-5694

同所の概況説明を受けた後、２班に分かれ専門技術者同行
で解説を受けながら JT-60のトロイダル磁場コイルや関
連設備を見学しました。更に､MeV級イオン源試験装置や
ITER用ランチャ設備等も間近に見学しました。

見学後、ホールに戻って研究者から､ITER計画に寄与で
きるJT-60SAの現況に関する講演や、研究全般における
現下の課題と、機器を構成する部品等の外注製作や発注過
程での要望などが示され、参加企業の関心を集めました。

最後に、質疑応答と共に、本見学会に参加の有志企業を
対象とした自由討論による研究所と企業間交流が実施され
ました。この自由討論と今回の見学会を契機として両者の

情報交流や設備機
器、或いはソフト
ウエアを含む運用
ツールの製作・供
給の検討開始など
新たな協力関係の
スタートが期待さ
れます。

交流会･自由討論会


